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	   報 告 者 氏 名
	西村　将弘　（B&G兵庫ジュニア海洋クラブ）

	大 会 名
	IODA ASIA CHAMPIONSHIP 2012

	開 催 地
	スリランカ　トリンコマリー

	大 会 期 間
	2012.6.2 ~2012.6.9 


	現地までの旅程
	成田発（6月31日　13:20　srilanka airline UL0455）→　コロンボ/スリランカﾞ着(6月31日 19:10)　→　コロンボより大会が準備したバスにてトリンコマリーへ 　→　現地到着（7月1日 4:30 ） 

	旅行代理店
	㈱ジーティー・アンド・カンパニー　田村様　大阪市中央区南船場2010-30 豊城ビル8F  tel : 06-6282-4486 

	渡航費用
	関西発組：大人84,825円　/  関西発組：小学生75,805円　
関東発組：大人85,150円

	エントリー料
	選手一人　450ユーロ　（宿泊込み）

	一人当たりの宿泊費用
	選手 : 8泊＋早期1泊100ユーロ

役員 : 8泊450ユーロ＋早期1泊100ユーロ

サポーター :　 8泊450ユーロ＋早期1泊100ユーロ

	その他食料費
	飲料水12,286円、副食費1,292円、外食費5,277円　

	チャーター料金
	OP艇　　大会期間中　8日間　400ユーロ/艇

　　　　早期料金　45ユーロ/艇/日

コーチボート　大会期間中　8日間　595ユーロ/艇

　　　　早期料金　100ユーロ/艇/日

	大会本部の対応
	大会本部の対応は非常に敏速で的確であったと思われます。　特に大会中　不都合な場面に出くわすこともなく、円滑に大会は進行しました。　こちらの要望にも敏速に対応していただきました。　レース運営自体も風が安定していたこともあり、問題はありませんでした。

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	大会の運営方針等の説明と質疑応答。　各国チームリーダー/コーチ等の積極的な意見交換がおこなわられました。　特には、レースに於けるフラッグ等の使用方法などの確認など、確認事項が多かったように思います。

	選手達の様子で
気をつけたこと
	連日、風が非常に強く　また気温も高いハードなスケジュールが続いたので、選手の体調管理と食事管理にもっとも気を使いました。　

	食事はどうでしたか
	連日　ホテル内レストランでのビュッフェ式。　多様な料理が用意されるがメインディッシュとなるものは、インド/スリランカ料理系(カレーなどスパイシーなもの)が中心となります。スタッフの大人たちにはすこぶる好評ではありますが、選手たちはあまり変わったものを好んで食べないので、選手たちは主に卵料理やパスタ料理などを中心に食事を取っておりました。　ビュッフェ式で非常に多種にわたる食事が準備されるので、食べれるものがないというような事態にはなりませんでした。　

	セキュリティーなどで気をつけたことはありましたか。
	完全にホテル敷地内での行動となりますが、ビーチ沿いなので、明確は敷地の柵組みがない様子ではありましたが、安全面では特に問題はありませんでした。各国選手団ごとにバンガロー/コテージでの宿泊となり、ホテル自体 非常にオープンな雰囲気ですので　戸締りが疎かになりがちでしたので、その点は注意をしました。　日中試合中に行われるベットメイキングに入るホテルマンには盗難に関する注意が必要でした。　

	荷物に関して工夫したこと
	特にありませんが、スーツケースや工具箱などに日の丸シールを貼ってすぐにそれだと分かるようにしたこと。　

	日本との通信状況、手段
	パソコン/スマートフォンによる　タイムリーなホームページやfacebookでの情報アップ。　
急ぎ、緊急時には、各個人持ちの携帯電話での通信。　

	他国チームとの国際交流の実施
	レセプション懇親会　毎日の食事タイム時などに、積極的に他国チームとの国際交流を行いました。　選手たちはお互いに 多くの交換用お土産を持参して、それらの交換を口実に交流会の突破口として　楽しく交流を行っておりました。　大人のスタッフ達も同様に、パーティーを行い交流することが出来き、いろいろな情報交換もすることができました。

	持参してよかった食品、医療品等
	食品では、真空パックのご飯にふりかけ。レトルトの味噌汁。カップラーメン。　真空パックのご飯をレストランでチンしてもらい、ふりかけをまぶして沢山のおにぎりをサポーターのお母さん方に作っていただきました。　毎日の洋食やインド系料理で食が進まない選手たちに　おにぎりは本当に喜ばれました。沢山食べてくれました。　体調を崩した選手もおにぎりならしっかり食べてくれました。

	次回参加者へアドバイス
	アジア選手権は7名の選手の派遣となりました。7名という多めの選手数では、ひとりひとりに目が行き届きにくい場面もあり、やもすると選手たちがかたまりダラダラして緊張感がなくなり、就寝時間が遅くなったり、団体行動が取れなくなったりと 規律が乱れるおそれもあります。 そういう事を避けるためにも、やはりある程度は厳しく、常に緊張感をもった指導をしてもいいと思いました。　　尚、今回の遠征中に　選手1名が体調を壊し、1日レースに出ずに休養させざるを得ない状況になり、私自身 管理不足を深く反省することになりました。　

	JODAへの要望
	海外の大会におきましてはチームレースがあります。　海外選手に比べ　日本選手はチームレースにおいては絶対的に経験不足があると思われますので、全国的にチームレースに触れる機会が増えればと思います。

	その他
	今後も　より多くのジュニア選手が、海外遠征という素晴らしい経験を通して　ヨット技術のみならず、心身共に成長できるような機会が　増えればいいと思いますので、今後も　JODAより世界に多くアピールしていただき　沢山の機会を得れるようにお願いしたいと思います。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
